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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

音
威
子
府
村
長

佐
近

　勝

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

音
威
子
府
村
議
会
議
長

中
尾

　稔

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
は
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
と
存
じ
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り
村
政
推
進
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
、
北
海
道
と
命
名
さ
れ

て
か
ら
１
５
０
年
目
の
節
目
と
な
り
ま

す
。
か
つ
て
「
蝦
夷
地
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、
明
治
2
年
（
１
８
６
９

年
）
に
、松
浦
武
四
郎
が
「
北
加
伊
道
」

を
含
む
六
つ
の
候
補
名
を
明
治
政
府
に

提
案
し
、「
加
伊
」
を
「
海
」
に
変
え
「
北

海
道
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
武
四
郎

が
残
し
た
天
塩
日
誌
に
よ
る
と
、
安
政

四
年
（
１
８
５
７
年
）
に
天
塩
川
筋
を

調
査
、
帰
路
本
村
筬
島
鬼
刺
川
付
近
で

野
営
し
た
際
、
ア
イ
ヌ
の
古
老
ア
エ
ト

モ
か
ら
「
カ
イ
」
と
は
「
こ
の
国
で
生

ま
れ
た
も
の
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と

教
わ
り
、「
北
加
伊
道
」
を
発
想
し
た

と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、本
村
は
「
北
海
道
命
名
の
地
」

　　　　　　　　　　　音威子府村村民憲章
　わたくしたちは、緑こい山なみと水豊かな天塩川のもと、交通の要衝として発展してきた音威子府
村の村民です。たくましい開拓精神を受けつぎ、より住みよく豊かなまちをつくるためにこの憲章を
かかげ、村民としての自覚と責任をもってその実行に努めましょう。

１．心をみがき、からだをきたえ、たのしいまちをつくりましょう。
１．仕事にはげみ、生産を高め、豊かなまちをつくりましょう。
１．きまりを守り、親切をつくし、明るいまちをつくりましょう。
１．自然をいかし、環境をととのえ、美しいまちをつくりましょう。
１．文化を高め、郷土を愛し、平和なまちをつくりましょう。

（昭和４７年９月３０日制定） 謹
賀
新
年

村　
　
　

長

副　

村　

長

教　

育　

長

村
議
会
議
長

村
議
会
副
議
長

行
政
常
任
委
員
長

村
議
会
議
員

監
査
委
員

佐
近　
　

勝

佐
藤　

和
之

髙
曽
根　

誠

中
尾　
　

稔

伊
藤　

力
松

大
谷　

勝
敏

柴
田　
　

清

小
西　

邦
広

藤
吉　

秀
明

下
村　
　

享

藤
吉　

秀
明

で
あ
る
と
宣
言
し
、
武
四
郎
が
生
ま
れ

た
三
重
県
松
阪
市
と
交
流
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
武
四

郎
生
誕
２
０
０
年
に
も
当
る
こ
と
か

ら
、
松
阪
市
で
の
「
松
浦
武
四
郎
生
誕

２
０
０
年
記
念
事
業
」（
平
成
30
年
2

月
）
に
参
加
し
、
未
来
を
見
据
え
た
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
北
海
道
１
５
０

年
事
業
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
28
年
か
ら
参
加
し
て
お
り
ま
す

「
小
さ
な
村
g
７
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
本

年
5
月
、
本
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
北

海
道
・
東
北
・
関
東
・
近
畿
・
中
国
・

四
国
・
九
州
の
全
国
7
地
域
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
一
番
小
さ
な
村
が
連
携
し
、
人

口
減
少
や
担
い
手
不
足
と
い
っ
た
共
通

す
る
課
題
克
服
を
目
的
に
開
催
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
人
口
が
１
０
０
０

人
を
超
え
る
の
は
熊
本
県
五
木
村
の

み
で
あ
り
、
6
村
は
４
０
０
人
か
ら

９
５
０
人
の
小
さ
な
村
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
は
傑
出
し
て
お
り
、
大
き
な
刺
激
に

な
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
高
知
県

か
ら
は
、
村
民
が
予
算
等
の
議
案
を
直

接
審
議
す
る
「
村
総
会
」
設
置
の
検
討

を
表
明
し
た
大
川
村
も
参
加
致
し
ま

す
。
人
口
４
０
０
人
の
村
議
会
の
現
状

と
課
題
や
議
会
存
続
へ
の
問
題
提
起

は
、
本
村
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
と

な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
小
さ
な
村

の
取
り
組
み
に
求
め
ら
れ
る
必
要
条
件

は
、
住
民
の
主
体
的
社
会
参
加
と
若
者

と
の
協
働
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
田
園
回
帰
と
い
う
都
市
か
ら
農
山

村
へ
の
人
の
流
れ
の
背
景
に
は
、
経
済

成
長
に
よ
る
豊
か
さ
を
追
い
求
め
た
結

果
、
失
っ
た
農
山
村
の
魅
力
あ
る
暮
ら

し
へ
の
願
望
が
あ
る
と
の
報
告
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
地
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
や
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
含
め
た
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
企
画
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
住
民
皆
様
の
ご
参
加

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
り
ま

し
て
輝
か
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

と
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
で
き
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
春
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
村

政
に
対
す
る
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
絶

大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
本
村
の

基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
で
は
、
こ

の
間
、
離
農
等
に
よ
り
農
家
戸
数
が
減

少
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
茨
内
地
区
に

１
世
帯
が
新
規
に
営
農
を
開
始
さ
れ
る

と
と
も
に
、
筬
島
地
区
で
も
１
世
帯
が

新
規
就
農
を
目
指
し
実
習
を
積
ま
れ
る

な
ど
、
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
作
物
の
状
況
は
、
夏
場
に
好
天
の

日
が
続
い
た
も
の
の
、
作
付
時
期
の
低

温
と
日
照
不
足
、
収
穫
時
期
の
降
雨
に

よ
り
、
そ
ば
・
か
ぼ
ち
ゃ
に
つ
い
て
は

思
い
の
ほ
か
収
穫
が
上
が
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
本
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

実
り
多
き
秋
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
新
規

就
農
の
促
進
や
、
国
民
の
食
を
担
う
北

海
道
農
業
を
守
る
取
り
組
み
を
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
展
開
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
昨
年
か
ら
着
工
し
ま
し
た
、
高
等

学
校
寮
の
第
２
期
改
修
工
事
、
音
威
子

府
村
福
祉
交
流
拠
点
地
域
複
合
施
設

「
と
き
わ
」
建
築
工
事
が
完
了
し
、
財

政
規
模
が
小
さ
い
本
村
に
と
っ
て
大
き

な
投
資
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
海
道
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等

学
校
は
、
本
村
の
中
核
的
施
策
に
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
の
寮

の
改
修
に
よ
り
、
充
実
し
た
学
校
生
活

が
送
れ
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
複
合
施
設
「
と

き
わ
」
の
完
成
に
よ
り
、
支
援
を
要
す

る
方
々
も
村
に
住
み
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
の
「
と
き
わ
」
が
、

名
実
と
も
に
村
の
福
祉
及
び
交
流
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

一
方
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
よ
る
「
Ｊ
Ｒ

単
独
で
は
維
持
困
難
な
線
区
」
発
表
以

降
、
全
道
的
に
路
線
存
続
に
向
け
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
昨
年
末
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
再
生
推
進

会
議
有
志
が
路
線
存
廃
の
判
断
を
促
す

声
明
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
宗
谷
本
線
を

取
り
ま
く
情
勢
は
大
変
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
。村
議
会
と
し
ま
し
て
も
、

近
隣
自
治
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

鉄
路
が
公
共
交
通
と
し
て
の
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
、
北
海
道
や
国
、
Ｊ
Ｒ
に

対
し
て
、
路
線
存
続
に
向
け
た
働
き
か

け
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

今
一
つ
、
住
民
の
足
の
確
保
と
な
る

音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
で
す
が
、
音
中
ト

ン
ネ
ル
工
事
が
難
航
し
、
平
成
30
年
度

中
の
開
通
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
本

村
以
北
の
交
通
難
所
解
消
の
た
め
に

も
、
早
期
の
開
通
を
望
む
も
の
で
す
。

　

過
疎
と
高
齢
化
、
更
に
鉄
路
存
廃
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
村
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
議
員
一
同
全
力
を
挙

げ
議
会
運
営
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
よ
り
実
り
あ

る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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一
月
二
日
火
曜
日
、
天
塩
川

温
泉
を
会
場
に
、
平
成
三
十
年

音
威
子
府
村
成
人
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　　

今
年
の
成
人
式
対
象
者
は
、　

平
成
九
年
四
月
二
日
か
ら
平
成

十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
現
在
村
在
住
も
し
く

は
本
村
中
学
校
卒
業
の
方
六
名

が
対
象
で
、
当
日
の
式
典
に
は

四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
お
一
人
お
ひ
と

り
に

『
成
人
の
証
』
フ
ォ
ト
ス
タ

ン
ド
と

『
破
魔
矢
』
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
成
人
を

代
表
し
て
藤
原
直
樹
さ
ん
か
ら

「
誓
い
の
言
葉
」
が
あ
り
、
成
人

を
迎
え
た
自
覚
と
こ
れ
か
ら
の

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
中
学
時
代
ま

で
を
と
も
に
過
ご
し
た
幼
馴
染

同
士
で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

◆
消
費
税
率
が
5
パ
ー
セ
ン
ト
に

◆
臓
器
移
植
法
施
行

◆
大
阪
ド
ー
ム
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
完
成

◆
プ
リ
ウ
ス
（
ト
ヨ
タ
）、
メ
モ
リ
ー
ス

　
テ
ィ
ッ
ク
（
ソ
ニ
ー
）、
ハ
イ
パ
ー
ヨ
ー

　
ヨ
ー
発
売

◆
流
行
語
「
失
楽
園
」「
た
ま
ご
っ
ち
」「
マ

　
イ
ブ
ー
ム
」「
パ
パ
ラ
ッ
チ
」

◆
歌
「CA

N
 Y

O
U
 CELEB

R
A
TE?

」

◆
映
画
「
も
の
の
け
姫
」

　◇
音
威
子
府
村
テ
レ
ビ
共
同
受
信
導
入

◇
音
威
子
府
中
学
校
50
周
年
記
念
式
典

◇
音
威
子
府
村
幼
児
セ
ン
タ
ー
完
成

【
平
成
９
年
（
１
９
９
7
年
）
の

　
　
　
　
　
　
　
主
な
出
来
事
、
流
行
】音威子府中学校卒業式（2013年）

成
人
式

平
成
三
十
年

菅原　樹李 さん藤原　直樹 さん

山道　優花 さん横田　愛美 さん
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　音威子府村出身で、国内クロスカントリースキーの
第一人者である吉田圭伸（よしだけいしん）選手が、
前回 2014 年ソチ五輪に続き、本年 2 月に韓国・平昌
（ピョンチャン）で開催される「第 23 回オリンピック
冬季競技大会」への個人種目での出場が内定しました。
　吉田選手は、小学校低学年の頃からクロスカント
リースキーをはじめ、現在は自衛隊体育学校に所属、
世界の舞台で活躍しています。
　吉田選手は「ソチ五輪の際には『リレー』のみで
『個人』種目への出場が果たせなかったことから、今
回やっとスタート位置に立てたと感じています。4
年間、しっかりと練習を積み重ね、『平昌五輪出場』
を自分の成長でつかみ取ることができたと思います。
前回ソチ五輪の際には、村民の皆さんにはパブリッ
クビューイングで応援していただきましたが、次こ
そは自身の走る姿を観ていただけるよう、そしてトッ
プでゴールする映像を届けられるよう頑張ります」
と述べられていました。

　冬の季節は「ストップ・ザ・交通事故 め
ざせ 安全で安心な北海道」を合言葉に、次
のことに注意しましょう。
◇余裕を持った運転を
　冬道は、天候状況や積雪による渋滞が発生
するなど到着するまでに時間がかかります。
目的地までの天気や道路状況を事前に把握し
て、時間に余裕を持って出発しましょう。
◇ スピードダウンと慎重な運転を
　スリップによる正面衝突の死亡事故が多発
しています。スピードダウンと路面状況にあ
わせた慎重な運転を心がけましょう。
◇ 「急」のつく運転操作は危険
　急発進、急加速、急ハンドル、急ブレー
キといった「急」のつく運転操作はスリ
ップにつながり大変危険です。
問 美深警察署　　　☎ ２‐１１１０
問 音威子府駐在所　☎ ５‐３３００

冬道での
交通事故防止

〔事例〕…自宅に「消費料金に関する訴訟最
終通告のお知らせ」と題するハガキが届い
た。契約不履行による民事訴状が提出されて
いる。期日までに連絡しないと財産などが差
し押さえられる内容が書いてある。身に覚え
がないがどうしたらよいか。取り下げ最終期
日は明日になっている。
〔アドバイス〕…
・不特定多数の 50 ～ 70 代女性に送られてお
り、実在しない団体で架空請求です。
・連絡すると電話番号などの個人情報を知ら
れ、お金を要求される恐れがありますので、
絶対に連絡しないで無視をしましょう。
・消費生活センターか２４時間対応の警察相
談ダイヤル #9110 まで相談してください。
問 名寄市消費生活センター
☎ ０１６５４‐２‐３５７５
問 経済課産業振興室　☎ ５‐３３１３

訴訟最終告知のお知らせ」の
ハガキはウソ！

おといねっぷむらの出来事＆話題

キー協会長、28年間のご活躍に感謝状

　音威子府スキー協会の会長としてご活躍されてき
た蓑嶋哲夫さんが、音威子府村公民館で行われた総
会をもって会長を退任され、同協会と音威子府地区
スキーパトロール赤十字奉仕団より感謝状が贈られ
ました。蓑嶋さんは、平成元年に協会会長に就任さ
れて以来、28 年間の長きにわたり、村のスキースポー
ツの普及発展に大きく寄与されました。

ス

のおもしろさを伝えてみよう

　小学 5・6 年生を対象に「本の手書きＰＯＰ作り」（読
書活動充実事業）が小中学校で行われました。この
取り組みは、道立図書館が主催し、子どもたちがよ
り読書に親しむことを目的に全道で実施されている
ものです。それぞれ好きな本を 1 冊選び、本のタイ
トルや著者、内容や特徴が書かれたＰＯＰ（販売広告）
を、試行錯誤しながらも楽しく作っていました。

本

吉田圭伸
平昌

選手

平昌
ピョンチャン

オリンピックオリンピック
2018.2. 韓国・平昌

◇自衛官候補生（男子・女子）
・応募資格…18歳以上27歳未満（採用月現在）
・受付期間…年間を通じて行っています。
　　　　　   2 月は 2月 9日（金）締切
・試験日　…2月 16 日（金）、17 日（土）
　　　　　　いずれか 1日を指定できます
・試験会場…旭川市

問 自衛隊旭川地方協力本部名寄出張所
☎ ０１６５４‐２‐３９２１
問 総務課総務財政室　☎ ５‐３３１１

自衛官
募集について

音威子府村
北星団地分譲地

　北星団地は、現在残り 4区画となっており
ます。詳しい申込要件等につきましては、担
当課までお問い合わせください。なお、自己
資金または融資（併用可）を受けて新築され
る場合、建築価格の 20％以内で上限 250 万
円、下限 100 万円の補助制度もあります。
　

　

問 総務課総務財政室　☎ ５‐３３１１

（済）（済）‐ ⑲（済）

（済）‐（済）（済）

⑦ ‐（済）（済）

（済）② ‐（済）⑤

高
　
校
　
寮

（
村
　
道
）

本　線　団　地

（自衛隊体育学校）

出場内定！

12/8

11/30
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くらしの掲示板保健福祉センターだより

生活習慣病予防 月トレ 1月15・22・29日、2月5・19・26 （保健福祉センター / 9:30-）

介護予防教室 1月 16・30 日、2月 6・20 （　　 〃　　/ 火 曜 / 9:30-）

Baby サロン 1月 17 日、2月 21 日 （　　 〃　　/ 水 曜 /10:00-）

各種予防接種 （ 村 立 診 療 所 / 木 曜 ）

　日本脳炎 1月 16・23・30 日、2月 6・13・20・27 日　※すべて火曜

　Ｂ型肝炎・BCG・MR・水痘 1 月 18 日、2月 15 日
　小児用肺炎球菌 1月 11 日、2月 8日
　四種混合　 1月 25 日、2月 22 日
　ヒブ 2月 1日

1　 2 の　　カレンダー月　健康～

　皆さん、 「葉酸」 というビタミンをご存知でしょうか…？ 葉酸は、 水に溶けるビタミンＢ群の
一種で、 ほうれん草、 ブロッコリー、 春菊などの緑黄色野菜や、 枝豆、 納豆、 いちごなどにも
多く含まれています。
　さて、 この 「葉酸」 ですが、 この栄養素が身体にもたらすプラスの効果などから、 特に摂っ
ていただきたい方々がいらっしゃいます・・・！

保健福祉センターだより
健康や福祉に関するさまざまな情報をお伝えします

 『葉酸』ってご存知ですか…？

　葉酸は、 妊娠中に摂るべき大事な栄養素の１つです。 特に、 妊娠前
から初期にかけて適量 ( １日 0.4 ㎎ ) を摂ることで、 胎児の神経管閉
鎖障害(二分脊椎など)の発症リスクを低減するとされています。 しかし、
葉酸は野菜など食品から摂れる量には限りがあります。 そこで、 サプリメ
ントや栄養補助食品を使用することをおすすめしています。 ただ、“摂りす
ぎ”には注意してください。 多く摂取すればいいというものではなく、 適
量を守ることが大切です。

◇これから妊娠を考える方・妊娠中の方

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故
で障害が残ったとき、家族の働き手が亡く
なったときに、働いている世代みんなで支え
ようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は２０歳以上６０歳未満の方は加
入することが義務付けられています。２０歳
になったら、忘れずに国民年金の加入手続き
をしましょう！

◇学生納付特例制度
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご
本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保
険料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する
大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専
門学校、専修学校及び各種学校などの方です。
◇納付猶予制度
　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び
配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金
保険料の納付が猶予される制度です。

問 旭川年金事務所　　☎ 0166 ‐ 27 ‐ 1611
問 住民課住民生活室　☎ ５‐３３１２

国民年金だより
２０歳になったら国民年金

　これまでもクリーンライフでご案内して
おりますとおり、今年 4 月から一般ゴミ・
粗大ゴミの搬入先が「名寄地区広域最終処
分場」に変わります。（美深町最終処分場は
３月末にて閉鎖します）
　
　4月以降のゴミの分別方法、出し方につき
ましては、これまでと大きく変更はござい
ません。現在使用していただいている「一
般ゴミ袋（専用の緑
色の袋）」や「粗大
ゴミシール」は、4
月以降もそのまま使
用できます。

4 月以降の
ゴミ分別内容について

クリーンライフ －生活環境だより－

　また、ゴミの回収品目等につきましては、
現在最終調整中ですが、一部増える予定と
なっていますので、改めて広報紙や回覧等
でお知らせいたしますので、いましばらく
お待ちください。

　皆様方には日頃から、ゴミステーション
周辺の除雪にご協力いただいているところ
ですが、一部のゴミステーションのカゴ内
が「雪」で埋まってしまい、ゴミ収集に支
障をきたしている状態です。今シーズンは
日々の除雪作業も大変ではありますが、共
同で使用する「ゴミステーション」の維持
管理に、ご協力いただきますようお願いい
たします。

問 住民課住民生活室　☎ ５‐３３１２

ゴミステーションの中も
除雪をお願いします

　北海道小児救急電話相談事業では、夜間に
おける、子どもの急な病気やけがなどの際に、
看護師や小児科医師が、保護者の方々からの
ご相談に対し、電話により助言を行っていま
す。

◇相談受付時間：午後７時から翌朝８時まで　
◇相談電話番号：「♯８０００」
※ＩＰ電話、ひかり電話及びＰＨＳからは
「＃８０００」は利用できません。０１１－
２３２－１５９９にお電話をお願いします。

※ご注意：医師が電話で診察等をするもので
はなく、家庭での一般的対処などに関する助
言を行う窓口の電話相談です。また、夜間の
緊急性のある子どものための電話相談窓口で
すので、日常での育児相談等は受け付けてお
りませんのでご了承ください。
　
問 北海道保健福祉部地域医療推進局地域医療
　 課　☎ 011-232-4111（内 25-326）
問 振興局保健環境部地域保健室企画総務課
　 主査（地域医療薬務）☎ 01654-3-3121

深夜、困ったときに…
小児救急電話相談をご存知ですか

　あけましておめでとうございます！今年も、保健福祉センター職員一同、皆
さんの健康な生活のサポートをしていきたいと思っています。ご協力をお願い
する事もあるかと思いますが、どうぞ本年もよろしくお願いいたします。何か
ありましたら、お気軽にお声がけください。
　今シーズンは、大雪・暴風雪と、天候の悪い日が続いています。交通事故や
転倒も増えていますので、外出の際は充分にお気を付け下さい。

　葉酸が 「動脈硬化」 を防ぐとともに、 「認知症予防」 にも効果があるという研究結果がで
てきています。 葉酸は、 血中の悪玉アミノ酸の働きを抑制して、 動脈硬化や脳の神経細胞が
傷つけられるのを防ぎます。 認知症の原因そのものの発生や増殖を抑え込んでくれる効果が
期待できるようです。 適量は、１日 0.24 ㎎です。 こちらも同様に、適量を守ることが大切です。

◇ご高齢の方
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協力隊活動報告

【協力隊フェイスブックページ】 https://www.facebook.com/neppu.chiikiokoshi/

協力隊の日々の活動の様子をお伝えいたします！

2018 年、本年も
よろしくお願いします

No.58

活動報告
地域     協力隊地域     協力隊おこし

地域おこし協力隊　秋山博行

　昨年一年を振り返ってみると、音威子府村でたくさんの方々と出会い、
つながりができた１年でした。そのつながりに励まされ、助けられて、こ
んな自分でも頑張り切ることができたと思います。
　地域おこし協力隊の任期は、あと 1 年 3 ヶ月、来年 3 月までです。今年
は、シカ肉の食肉処理施設の立ち上げ準備など、任期終了後の起業に向け
た取り組みもあり、地域おこし協力隊の活動の総仕上げの年になると思い
ます。
　これからもずっとお世話になる音威子府村の方々に少しでも恩返しがで
きるように、今年一年も感謝の気持ちを忘れずに笑顔で頑張ります。

くらしの掲示版

　美術部は、個人の中の 「美術」 を追求し、
技術を向上するため村の方々や先生、 保
護者の協力のもと制作活動を行っています。
その成果を見ていただくために今年も美術
部 「校外展」 を開催いたします。 水彩、 油
絵、 アクリルなどたくさんの画材とたくさんの
画風、 個性があります。 それぞれ自分の日
頃の成果や感謝を届けるために頑張ります。
是非、 会場へお越し下さい。
 　　　　　　　　部長　村田　遼太郎　　

おといねっぷ美術工芸高等学校
美術部校外展開催のおしらせ

問 教育委員会　☎ ５‐３３５６

＊子ども相談支援センター＊
相談窓口のおしらせ

　いじめや不登校、 体罰などの学校教育に関する悩み、
子育て・しつけなど家庭教育に関する悩みなどを受け
付けています。

◆電話相談：０１２０－３８８２－５６
　（無料、 毎日 24 時間対応しています）

◆メール相談：
　doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

◆来所相談：
　子ども支援センター （札幌市中央区北 3条西 7丁
　目道庁別館 8階）　※電話にて予約
　（10 ～ 16 時、 土日祝日と年末年始はお休みです）

◆日時：2 月 7 日（水）
　　　　　　　　　　～3月14日（水）
　　　　９：００～１７：３０
◆会場：音威子府村公民館2階大ホール

問 教育委員会　☎ ５‐３３５６

　昨年５月に協力隊として音威子府村に移住し、7 か月が経ちましたが、
昨年はイベントやさまざまな場面で、村民の皆様にお会いすることがで
きました。音威子府に来る以前は、普段お会いする方と世間話をしたりす
る場面も少なく、人とのふれあいの無さに物足りなさを感じていた日々も
あったなぁと、改めて感じているところです。
　昨年は、協力隊の活動として筬島地区の農家さんのお手伝いを中心に行っ
てきました。以前はパソコン関連の業種だったことから、「農業」について
は本で読んだ知識しかありませんでした。そのため、お役に立てているか
どうか、と悩むことも多かったのですが、今年はもっと農業について経験
を積み、知識を得ながら、今後の活動に活かしていければと思います。

地域おこし協力隊　石神崇尚

秋山 博行　　　　　　　　石神 崇尚
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むらの人口

交通事故死ゼロ

（平成 29 年 12 月末現在）

（平成 29 年 12 月末現在）

770

5363

人

日

（前月比－ 5 人）

うち男性 401 人

女性 369 人

世帯数   　　 戸487

むらのイベントカレンダー ～ 2 月末

今月の表紙

おといねっぷ美術工芸高等学校 美術部校外展
（音威子府村公民館　大ホール）

2/7-
3/14

〔平成 30 年成人式〕
　　　　1 月 2 日（火）

○今年は4名の新成人が
出席されました。地元で働
く方、大学で学んでいる
方、それぞれの道で頑張っ
ている皆さんです！

♪森の中からドラミング♪

　あけましておめでとうございます！本年も
『広報おといねっぷ』をよろしくお願いいたし
ます。
　今年の初めは、天候も比較的落ち着いていて、
穏やかな年明けだったように思います。昨年末
12 月は、雪！ユキ！ゆき！続きで、除雪の日々
でした…。気象台の統計によると、「12 月の最
深積雪」が 180cm で歴代 1 位の記録となった
そうです。そりゃあ、大変なわけですね・・・。
　年越しは網走市の祖父母宅で迎えましたが、
オホーツク海側の国道の路面は「乾燥」してい
るところも多く、その差にびっくりしました…。
　最近は“ 万が一” のことから、悪天候時には
鉄道は運休になることも多いですが…、年末年
始の帰省時には、鉄道をはじめバスなどの公共
交通網はいつも以上に無くてはならない人も多
いのではないでしょうか。写真は、12 月 31 日
の網走駅、23 時到着の最終特急列車が車庫横
へと回送され、最後の作業をしている風景です。
　今年も地道にコツコツ頑張らねば、と思っていま
す。改めて今年もよろしくお願いします！（よこ）
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2/25
（日）

11/16
（水）

11/16
（水）

11/16
（水）

11/16
（水）

11/16
（水）

第 23 回武四郎まつり
（※三重県松阪市 武四郎記念館）

スウェーデン派遣生徒帰国報告会
（おといねっぷ美術工芸高等学校　11:35 ～）

スウェーデン派遣生徒帰国報告会
（おといねっぷ美術工芸高等学校　11:35 ～）

スウェーデン派遣生徒帰国報告会
（おといねっぷ美術工芸高等学校　11:35 ～）

スウェーデン派遣生徒帰国報告会
（おといねっぷ美術工芸高等学校　11:35 ～）

スウェーデン派遣生徒帰国報告会
（おといねっぷ美術工芸高等学校　11:35 ～）

謹賀新年
2018 年、
北海道は命名 150 年。


